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[ 1 ] a > 0，x1 >
√

a であるとき，

xn+1 :=
1

2

µ
xn +

a

xn

∂
(n = 1, 2, . . . )

によって数列 {xn} を定める．
(1) 任意の n ∈ N に対して，xn >

√
a であることを示せ．

(2) 数列 {xn}は狭義単調減少であることを示せ．
(3) {xn} の極限値を求めよ．
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[ 2 ] 次の式で定義される数列 {an} の極限値を求めよ．

a1 = 1，an = 1 +
1

an−1
(n = 2, 3, . . . )．
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[ 3 ] −1 5 x < 1 のとき，sin−1x = 2 tan−1

r
1 + x

1− x
− π

2
が成り立つことを，次の 2

通りの方法で示せ．
(1) 逆三角函数の定義に基づいて．

(2) f(x) := sin−1x− 2 tan−1

r
1 + x

1− x
とおいて，導函数 f 0(x)が恒等的に 0であるこ

とを示すことにより．
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[ 4 ] 0 < a 5 b 5 c のとき， lim
n→∞

(an + bn + cn)1/n を求めよ．

[ 5 ] x→ 0のとき，tan x− sin x = o(x2)であることを示せ．


